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1は じ め に

子牛の消化機構は、発育とともに単胃動物から反劉動

物の代謝生理へと変わる。生後からの約 6週間は主に哺

乳期間であり、スターターなどの固形飼料も給与するこ

とから、反郷胃が徐々に発達を開始する時期である。こ

の幼齢期は母乳免疫から自己免疫に切り替わることから

抗病性が低下し、日和見感染症が発生しやすい。したが

って、下痢や肺炎などの感染症を防ぐためにも適切な栄

養管理が必要であり、子牛の飼養管理において最も重要

な期間であると言える。哺乳子牛の発育に脂質成分が重

要であることは一般に知られているが、その吸収機構に

ついては不明な部分が多い。脂質成分は反旬胃内の発酵

を阻害することが報告されているが、単胃動物である子

牛では脂質成分は効率的に消化・吸収される。近年、我々

は、初乳中に多く含まれるβ―ラクトグロブリン (BLC)

が乳中の脂質成分、すなわち中性脂肪とビタミンAの消

化管から血中への吸収を高めることを明らかにした。BLG

は乳清蛋自質であり、牛では BLGが乳清蛋自質の主成分

である。この BLGを機能性蛋自質として有効利用する手

段として乳清蛋自質濃縮物 (WPC)の給与が考えられる。

WPCはチーズ製造における産業廃棄物として排出される

乳清を限外濾過で濃縮したもので、BLGが主成分である。

本研究は、WPCが哺乳子牛の脂質代謝に及ぼす影響を

解明するために、TPCの給与が哺乳子牛の血中トリグリ

セリド (TC)及びピタミンA濃度に及ぼす影響について

検討した。

2試 験 方 法

ホルスタイン種雄子牛 16頭 を用いた。哺乳試験は、ビ

タミンA吸収試験 (8頭 )と TG肪吸収試験 (8頭)の 2

つに分けた。試験は、2及び 6週齢時の 2回実施した。

WPCと して乳清タンパク質単離物 (平PI、 乳清タンパク質

含量 914%、 BLG 52 0%、 αニラクトアルプミン 255%、

血清アルプミン 44%)を用いた。

(1) ビタミンA吸収試験

子牛 8頭をWI添加区 (4頭 )と無添加区 (4頭)に分

けた。試験乳は、体重の 4%量のホルスタイン種合乳にビ

タミンA(和光純薬製)を 50万 1U添加して作製した。

WPIは、体重の 008%を混和した。

(2) TG吸収試験

子牛 8頭をWP l添加区 (4頭 )と無添加区 (4頭)に分

けた。試験乳は、体重の 4%量のホルスタイン種合乳に、

その半分量に相当する (体重の 2%)ホルスタイン種合乳

を遠心分離して得た乳脂肪を混和して作製した。WPIは、

体重の 008%を混和した。

(3)サ ンプルの採取及び血漿の分析

朝 8時の哺乳開始から 24時間後まで、頚静脈に装着し

たカテーテルより経時的に血液を採取、直後に遠心分離

により血漿を得て、20℃に保存した。血漿成分の分析は、

ビタミンA吸収試験では高速液体クロマトグラフにより

ビタミンAを、TG吸収試験では酵素法 (日 立 7070を 使

用)によりTGを定量した。

3 試験結果及び考察

(1)哺乳後の血漿ビタミンA濃度の推移は、両週齢及

び両区で哺乳後 7時間目にかけて増加傾向を示した。そ

の後は徐々に減少し、24時間目には哺乳時のレベルに戻

った。WPI区の血漿ビタミン A濃度は両週齢で無添加区

よりも高いレベルで推移し、2週齢では哺乳の 2時間後

及び 7～ 12時間後にかけて有意差が認められた。

(2) 血漿 TG濃度は、2週齢の WPI区が哺乳後 2時間

目及び 8～ 10時間目において無添加区よりも高くなった。

6週齢では TI区が哺乳の 2時間後に無添加区よりも高

くなったが,その後は両区ともに同様のレベルで推移し

た。

(3) 幼齢子牛における乳脂質、特にビタミン A及び

TGの吸収は、乳清タンパク質によって促進されることが

明らかになった。また、この効果は反御動物へ消化管機

能が移行する時期 (6週齢)でも認められるが、幼齢期

(2週齢)よ りも弱まる傾向が認められた。これらは、

乳清蛋自質の主成分である BLGを単独で添加した哺乳試
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果として普及に移した。験の研究結果と同じであつた。従って、初乳や常乳移行
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